
’nˆæŒ¤‹†Žx‰‡‚Ì‚½‚ß‚ÌŽž‹óŠÔ•î•ñ•ˆ—•ƒc•[ƒ‹‚Ì•\’z

’˜ŽÒ Œ´ •³ˆê˜Y, ŠÖ–ì  Ž÷, ‹v•Û •³•q, ŽÄŽR Žç
ƒy•[ƒW 163-170
”•s”N 2009-12-11
‚»‚Ì‘¼‚Ìƒ^ƒCƒgƒ‹ Development of Spatiotemporal Tools for Area

Studies
URL http://hdl.handle.net/10502/4603



「人文科学とコンピュータシンポジウム」 平成21年12月

地域研究支援のための時空間情報処理ッールの構築
        原 正一郎 墓,関野 樹2,久 保 正敏3,柴 山 守4

     1,4京都大学,2総 合地球環境学研究所,3国 立民族学博物館

地域情報学は,多 様 な地域研究資料の知的関連付けや定量的分析 を実現す るための情報 学的手法 の研究開発
を目的として いる.特 にデー タの時空間属性に注 目した情報モデル,分 析手法,情 報処理 ッールの研究開発を
進めて いる.本 稿では,京 都大学地域研 究統合情報セ ンター とH-GIS研 究会が開発中のデー タベー ス,資 源共
有化 システム,時 空 間情報処理 ツール,デ ジタル地名辞書およびオン トロジーッールの概要 を述べ る.

Development of Spatiotemporal Tools for Area Studies

     Shoichiro  Hara', Tatsuki Sekino2, Masatoshi Kubo3, Mamoru Shibayama4 
"Kyoto University , 2Research Institute for Humanity and Nature, National Museum of Ethnology

 Area informatics aims at developing information methods to quantify data, to process data mining, 
and to reveal new relations between data. Area informatics has put a special emphasis on time and place 
aspects of data, and has developed some information models, algorithms, and tools to manipulate 
spatiotemporal data. This paper introduces databases, resource sharing systems, spatiotemporal data 
analysis tools, digital gazetteers, and ontology tools that the Center for Integrated Area Studies and H-
GIS Research Group have developed.

1.は じめ に

地域研究は,地 域の文化的 ・社会的な構造を
人間活動とともに様々な視点から総合的に理解
する学問領域であり,地 域を 「読み」(資 料の
把握 ・収集)、 「解き」(分 析 ・理解)、 「語
る」(公 開 ・発信)研 究が,基 本的には研究者
の興味に基づいて展開されてきた.地 域研究は
歴史 ・地理 ・政治 ・経済学 ・文化人類 ・環境等
の研究領域を包摂しているため,一 人の研究者
が相手にすることは不可能であり,多 数の専門
家による様々な角度からの議論が必要とされて
いる.し かし,方 法論や視点の異なる専門家の
連携は極めて困難である.ま た,従 来の地域研
究では,民 族誌のような定性データは解釈的に,
気象観測のような定量データは数値的に処理さ
れており,両 者を上手く統合 ・活用していると
は言い難い.こ れらが地域の総合的な理解を阻
む要因となっていたと考えられる.
情報学とは,明 確な 「ノルム」と 「手続き」

を導入し,多 様なデータを 「比較 ・再現」可能
な状態で 「客観的」に処理する手法に関する学
問である.こ の情報学的手法を地域研究の一領
域として位置づけ,地 域研究データを計量的に
処理する試みを地域情報学(areainformatics)と
呼んでいる口】.言い換えると,地 域情報学は地
域研究における数理情報の役割を重視 し,こ れ
を積極的に活用する方法論の開発を目指 してい
る.計 量化の導入により,定 性データと定量デ
ータの統合利用と,客 観的かつ再現性のある分

析が可能 となる.こ れにより,異 分野研究者間
の連携と地域研究データの有効活用を実現し,
総合的な地域像を客観的に構築できることが期
待される.京 都大学地域研究統合情報センター
(以下,CIAS)[2]お よび筆者らが組織している

H-GIS研 究会(HumanitiesGIS,以 下,H-GIS)
[3]では,地 域研究資料を計量的に扱うために,
事象の時空間属性に注目した地域研究情報モデ
ル,デ ータベース,資 源共有化システム,時 空
間情報処理ツール,デ ジタル地名辞書,オ ント
ロジーツール等の研究開発を進めてきた(以 下、
地域研究情報基盤).

本稿では,CIASお よびH-GISの 研究成果を中
心に,第2章 で地域情報モデル,第3章 でデー
タベース,第4章 で資源共有化システム,第5
章で時空間情報処理ツール,第6章 でオントロ
ジーツールについて述べる.最 後に第7章 で地
域研究情報基盤の全体像と今後の展開について
考察する.

2.地 域 情報 モ デル

地域研究のプロセスを,情 報のフロー,情 報
学的研究課題およびッールの視点から整理 した
モデルを図1に 示す.ま ず地域情報学には2つ
の側面がある[4].一つ めは地域研究資料の組織
化であ り,臨 地研究における資料の発見 ・把
握 ・収集から、データベース化,さ らに資源共
有化までの過程が対応する.標 準化動向調査に
始まり,情 報管理学,メ タデータ,符 号化技術,
データベース論等が研究課題となる.二 つめは
地域研究資料の分析であり,組 織化された資料
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図1。 地域情報モデル

か ら地域に関する仮説を形成する過程が対応す
る.計 量化,可 視化,統 計解析,時 空間解析,
シミュレーション等の数理的分析が研究課題と
なる.仮 説は臨地研究ヘフィー ドバックされ,
情報のサイクルを形成する[5].地 域研究は,こ
れ らのサイ クル におけるデータの収集 ・組織
化 ・共有化 ・統合 ・分析の各過程を,定 量的に
進める手法の確立を目的としている.

これまでは,資 料の時空間属性に着 目した計
量化 と分析手法の開発および情報処理ツールの
構築を進めてきた.そ の際 資料の内容を主題
軸 ・空間軸 ・時間軸の3次 元空間で表現してい
た(図1の 右枠内).
主題軸は資料を語彙に従って配列するもので

ある.こ れはデータベースに相当する.し かし,
タイ トル,著 者名,主 題等が中心のメタデータ
では,時 空間情報を上手く扱 うことができない.
資料の内容に関する時空間情報を記述できるメ
タデータの定義と,こ れ を処理できるデータベ
ースが必要である(第3 ,4章 参照).

空間軸は資料を位置に従って配列するもので
ある.こ れは地図に相当する.主 題軸と空間軸
が形成する空間には,行 政界地図,土 地利用図,
患者発生地図等の様々な主題地図が存在する.
空間情報処理ツールは,多 様な主題地図をコン
ピュータ上で表示したり,重 ね合わせたり,空
間的演算を行ったりするソフトウェアであり,
地理情報システムとも呼ばれている.CIASと

H-GISで はHuMap[6]と 呼ばれる空間情報処理ツ
ールを開発している(第5章 参照) .

時間軸は資料を時間に従って配列するもので
ある.こ れは年表に相当する.主 題軸と時間軸
が形成する空間には,日 本史,朝 鮮史,中 国史,
タイ史等の様々な主題年表が存在する.空 間情
報処理ツールに相当し,複 数の主題年表をコン
ピュータ上で表示 したり,並 べた り,時 間的演
算を行った りするソフトウェアの事例は少なく,
H-GISで はHuTime[7]と 呼ばれる時間清報処理ツ
ールを開発している(第5章 参照) .

時空間情報の組織化や解析にはオントロジー
技術の導入が重要であると考えている.H-GIS
では時空間関連語彙の組織化を目指して,地 名
辞書と暦日テーブルの2種 類の辞書の構築を継
続 している.ま たCIASで は語彙に基づいたデ
ータの関連づけに関して,TopicMapsの 利用研
究を進めている(第6章 参照).

3.地 域 研 究デー タベー ス

データベースは多様な研究資料を組織化する
ための要である.本 章では,CIAS等 が中心に開
発中の 「京都大学研究資源アーカイブ」につい
て,特 にメタデータの視点から述べる,
3.1ア ーカイブシステムとメタデータ
京都大学研究資源アーカイブは,研 究者が収
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